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会
津
郡
桧
枝
岐
村
の
星
縫
殿
右
衛
門
（
一
六
九
二
―

一
七
四
二
）
は
、
享
保
十
五
年
（
一
七
三
〇
）
正
月
、
自
ら

の
生
涯
で
の
出
来
事
を
「
一
代
日
記
并
萬
覚
書
」
（
桧
枝
岐

村
文
書
二
九
一
）
に
纏ま

と

め
始
め
た
。
記
録
は
元
禄
十
二
年

（
一
六
九
九
）
に
遡
っ
て
始
ま
り
、
当
時
ま
で
を
振
り
返
っ

た
上
、
以
降
も
記
述
を
続
け
た
。
養
子
縫
殿
助
が
家
を
継
い

だ
後
は
彼
が
引
き
継
ぎ
、
縫
殿
右
衛
門
死
後
も
寛
延
二
年

（
一
七
四
九
）
ま
で
書
き
継
い
だ
。
本
書
は
、
星
家
・
桧
枝

岐
村
・
会
津
地
方
に
関
わ
る
天
変
地
異
・
事
件
な
ど
が
記
さ

れ
て
お
り
、
主
観
性
や
、
伝
聞
に
基
づ
く
不
正
確
性
を
含
む

余
地
は
あ
る
が
、
星
家
が
注
目
し
、
影
響
を
受
け
た
事
柄
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
庶
民
生
活
史
料
で
あ
る
。

　

享
保
四
年
正
月
二
日
条
で
は
、
午
後
二
時
頃
に
縫
殿
右
衛

門
が
上
図
の
大
気
光
学
現
象
を
目
撃
し
、
多
く
の
人
々
も
見

物
し
た
と
い
う
。
図
の
日に

っ
て
ん天

（
太
陽
）
の
周
り
の
円
は
「
日ひ

暈が
さ

」
（
ハ
ロ
ー
）
の
内
暈
を
表
し
て
い
る
。
日
暈
は
、
巻け

ん
そ
う層

雲う
ん

（
薄
雲
）
な
ど
が
太
陽
を
覆
う
際
、
光
が
雲
の
氷
片
に
反

射
す
る
こ
と
で
、
太
陽
周
囲
に
現
れ
る
や
や
赤
み
が
か
っ
た

白
色
の
光
の
環わ

で
あ
る
。
内
暈
の
上
か
つ
日
天
の
左
右
に
あ

る
二
つ
の
光
の
玉
は
、
太
陽
に
似
た
光
像
「
幻げ

ん
じ
つ日

」
で
あ
り
、

幻
日
か
ら
伸
び
る
楕
円
を
描
く
線
は
幻げ

ん
じ
つ
か
ん

日
環
で
あ
ろ
う
。
ま

た
、
内
暈
上
部
の
楕
円
の
光
像
と
線
は
上
部
タ
ン
ジ
ェ
ン
ト

ア
ー
ク
（
上

じ
ょ
う

端た
ん

接せ
っ

弧こ

）
を
、
そ
の
上
の
光
像
と
線
は
パ
リ
ー

ア
ー
ク
を
、
図
左
の
上
下
端
の
線
は
外
暈
の
一
部
を
、
そ
れ

ぞ
れ
表
す
と
み
ら
れ
る
。
な
お
、
観
測
地
の
記
述
は
無
い
。

　

図
を
描
い
た
縫
殿
右
衛
門
は
、
さ
ら
に
六
年
間
続
い
た
大

飢
饉
と
享
保
五
・
六
年
の
百
姓
一
揆
「
南

み
な
み

山や
ま

御お

蔵く
ら
い
り
そ
う
ど
う

入
騒
動
」

に
触
れ
、
前
代
未
聞
と
述
べ
て
お
り
、
目
の
当
た
り
に
し
た

空
の
現
象
を
凶
兆
と
認
識
し
た
と
み
ら
れ
る
。
簡
略
な
絵
図

で
情
報
は
限
定
的
で
は
あ
る
も
の
の
、
稀
な
複
数
の
大
気
光

学
現
象
の
発
生
を
目
撃
し
、
描
画
し
た
点
に
お
い
て
、
気
象

学
史
の
貴
重
な
基
礎
史
料
で
あ
る
。�

（
小
野 

孝
太
郎
）
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本
誌
前
号
掲
載
の
拙
稿
「
相
撲
行
司
木

村
庄
之
助
の
手
紙
」
の
末
尾
で
、
木
村
庄

之
助
が
相
撲
年
寄
木
村
豊
七
に
宛
て
た
手

紙
や
免
許
状
が
な
ぜ
現
在
の
塙
町
の
名
主

文
書
で
あ
る
菊
池
義
衛
家
文
書
に
残
さ
れ

て
い
る
の
か
を
新
た
な
疑
問
と
し
て
挙
げ

た
。
そ
の
後
の
調
査
で
理
由
が
判
明
し
た

の
で
紹
介
を
し
た
い
。

　

手
掛
か
り
と
な
っ
た
の
は
、
や
は
り
同

家
文
書
に
含
ま
れ
る
「
〔
書
状
〕
」
（
同
家

文
書
三
五
五
）
で
、
木
村
豊
七
か
ら
塙
郷

宿
（
現
塙
町
）
の
金
澤
三
右
衛
門
と
秀
ノ

海
又
吉
に
宛
て
た
も
の
で
あ
る
。
石
井
村

の
「
両
関
取
」
へ
の
「
免
状
」
発
給
が
遅

れ
た
こ
と
が
詫
び
ら
れ
て
お
り
、
「
御
申

訳
ケ
之
た
め
先
様
ゟ
被
遣
候
書
状
御
覧
ニ

入
」
れ
る
の
で
「
御
披
見
之
上
御
勘
弁
」

い
た
だ
き
た
い
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
書
状
の
日
付
は
「
未
十
二
月
廿
四

日
」
な
の
で
、
文
中
の
「
免
状
」
を
文
化

八
年
（
一
八
一
一
）
十
一
月
付
の
「
免
許
」

（
同
家
文
書
五
八
〇
、
本
誌
第
四
十
七
号

参
照
）
、
「
先
様
ゟ
被
遣
候
書
状
」
を
十
一

月
五
日
付
の
「
木
村
庄
之
助
書
状
」
（
同

家
文
書
五
八
一
、
本
誌
第
六
十
三
号
参

照
）
と
す
る
と
、
時
系
列
的
に
も
内
容
的

に
も
つ
じ
つ
ま
が
合
う
。

　

つ
ま
り
、
文
化
八
年
に
木
村
豊
七
が
石

井
村
の
若
者
二
名
を
門
弟
と
し
た
が
、
免

許
状
の
発
給
が
遅
れ
、
十
一
月
に
な
っ
て

よ
う
や
く
木
村
庄
之
助
か
ら
木
村
豊
七
に

送
ら
れ
て
き
た
。
翌
月
、
豊
七
は
石
井
村

の
関
係
者
に
免
許
状
を
転
送
し
た
が
、
手

続
き
が
遅
れ
た
の
は
自
ら
の
怠
慢
の
せ
い

で
は
な
い
こ
と
を
示
す
た
め
、
庄
之
助
か

ら
の
手
紙
も
同
封
し
た
。
そ
の
際
、
「
私

名
前
あ
で
ニ
而
申
来
候
一
書
ハ
御
覧
之
上

御
戻
し
被
下
置
」
と
、
庄
之
助
の
手
紙
に

つ
い
て
は
返
送
を
求
め
て
い
た
が
果
た
さ

れ
ず
、
結
果
と
し
て
免
許
状
と
と
も
に
名

主
文
書
の
一
部
と
し
て
引
き
継
が
れ
た
と

い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
当
時
の
石
井
村

か
ら
は
少
な
く
と
も
二
名
の
力
士
が
輩
出

さ
れ
て
お
り
、
相
撲
年
寄
の
木
村
豊
七
に

と
っ
て
貴
重
な
人
材
供
給
地
で
あ
っ
た
こ

と
が
窺
わ
れ
る
。�

（
山
田 

英
明
）

　

伊
達
郡
立た

つ

子ご

山や
ま

村
（
現
福
島
市
）
旧
家

文
書
に
、
疫
病
神
に
関
す
る
「
差
上
申
一

札
之
事
」
（
朝
倉
一
郎
家
文
書
一
七
）
が

含
ま
れ
て
い
る
。
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）

九
月
十
五
日
、
「
役
病
神
中
」
が
「
伊
賀

保
大
膳
」
「
伊
嘉
保
金
七
郎
」
に
差
し
出

し
た
も
の
で
、
宛
名
の
誤
記
な
ど
を
含
む

が
、
旗
本
の
仁
賀
保
家
に
ま
つ
わ
る
偽
文

書
「
疫
病
神
の
詫
び
証
文
」
で
あ
る
。

　

近
世
後
期
、
仁
賀
保
大
膳
の
江
戸
屋
敷

に
入
り
込
ん
だ
疫
病
神
を
仁
賀
保
金
七
郎

が
捕
ら
え
、
厄
病
神
は
命
乞
い
の
末
、
詫

び
証
文
を
差
し
出
し
た
と
巷
で
噂
と
な

る
。
こ
れ
が
疫
病
神
の
詫
び
証
文
で
あ

る
。
本
書
で
も
、
疫
病
神
ら
が
屋
敷
に
入
っ

た
こ
と
を
詫
び
、
仁
賀
保
家
屋
敷
と
金
七

郎
の
名
前
が
あ
る
所
に
立
ち
入
ら
な
い
と

約
し
、
助
命
さ
れ
た
こ
と
を
感
謝
し
て
い

る
。
こ
の
証
文
に
よ
り
、
仁
賀
保
家
で
は

疫
病
が
流
行
ら
ず
、
仁
賀
保
金
七
郎
と
記

し
た
も
の
を
門
戸
に
貼
る
と
疫
病
に
罹
ら

な
い
と
評
判
に
な
っ
た
。
な
お
、
大
膳
・

金
七
郎
の
人
物
比
定
の
候
補
は
挙
が
っ
て

い
る
が
、
確
定
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　

疫
病
神
の
詫
び
証
文
研
究
の
第
一
人
者

大
島
建
彦
氏
に
よ
れ
ば
、
本
書
に
類
す
る

証
文
は
、
東
京
都
・
神
奈
川
県
・
栃
木
県
・

埼
玉
県
な
ど
主
に
関
東
に
伝
存
し
て
い
る

と
さ
れ
る
。
書
写
に
よ
る
た
め
か
、
年
代
・

人
名
・
文
言
に
異
同
は
あ
る
が
、
仁
賀
保

家
に
ま
つ
わ
る
疫
病
除
け
の
ま
じ
な
い
の

広
範
囲
へ
の
伝
播
を
示
し
て
お
り
、
本
書

は
、
新
た
に
福
島
県
の
事
例
を
加
え
る
こ

と
が
で
き
る
点
で
有
意
義
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
会
津
郡
小
池
村
（
現
下
郷
町
）

旧
家
文
書
の
「
〔
仁
賀
保
大
善
・
仁
賀
保

金
七
郎
宿
札
〕
」
（
渡
部
周
一
家
文
書
五
）

は
、
紙
に
墨
書
で
、
本
日
こ
の
家
に
仁
賀

保
大
膳
・
金
七
郎
が
宿
泊
す
る
旨
を
明
記

し
て
い
る
。
門
戸
に
貼
る
と
、
金
七
郎
を

恐
れ
る
疫
病
神
が
近
寄
ら
ず
、
疫
病
除
け

に
期
待
さ
れ
た
。
証
文
と
併
せ
て
、
県
内

に
お
け
る
仁
賀
保
家
に
ま
つ
わ
る
ま
じ
な

い
の
伝
播
実
態
を
示
す
史
料
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
証
文
に
記
さ
れ
た
文
政
三
年

は
、
疫
病
流
行
の
記
録
が
複
数
史
料
に
存

在
す
る
。
本
誌
第
五
十
七
号
の
文
政
二
年

「
神
蛇
魚
」
伝
播
と
同
様
に
、
疫
病
神
の

詫
び
証
文
の
伝
播
も
、
疫
病
流
行
と
と
も

に
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。�

（
小
野 

孝
太
郎
）
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『
皇
国
産
物
往
来
』
は
、
明
治
六
年

（
一
八
七
三
）
九
月
に
上
・
下
二
巻
二
冊

で
刊
行
さ
れ
た
往
来
物
に
分
類
さ
れ
る
書

籍
で
あ
る
。
作
者
は
片
山
勤
で
、
柾ま

さ

木き

正

太
郎
が
補
綴
し
、
挿
絵
は
月
岡
派
の
浮
世

絵
師
で
あ
っ
た
松
川
半
山
（
直
水
）
の
手

に
な
る
。
題
字
と
序
文
は
教
部
省
権
大
教

正
で
歌
人
の
三
條
西
正
季
が
作
成
し
、
そ

の
序
文
は
児
島
晴
海
が
謹
書
し
て
い
る
。

　

こ
の
本
は
内
容
か
ら
分
類
す
る
と
、
地

理
系
の
往
来
物
に
属
し
、
五
畿
七
道
の
各

国
・
地
域
別
に
、
地
勢
・
石
高
・
沿
革
・

物
産
品
が
記
さ
れ
て
い
る
。
文
章
は
、
漢

字
・
平
仮
名
交
じ
り
の
七
五
調
で
書
か
れ

て
い
る
。
列
挙
さ
れ
て
い
る
物
産
品
は
、

そ
の
地
域
で
の
近
世
か
ら
の
特
産
品
と
一

致
し
、
近
代
化
の
課
題
で
あ
っ
た
富
国
強

兵
策
を
も
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

『
皇
国
産
物
往
来
』
で
記
さ
れ
た
国
別

で
い
う
と
、
現
在
の
福
島
県
は
磐
城
国
と

岩い
わ
し
ろ代

国
に
該
当
す
る
。
明
治
六
年
の
磐
城

国
は
、
白
河
（
西
白
河
）・
石
川
・
田
村
・

菊
多
・
白
川
（
東
白
川
）・
磐い

わ
さ
き前

・
磐
城
・

楢
葉
・
標し

ね

葉は

・
行な

め
か
た方

・
宇
多
・
亘
理
・
刈
田
・

伊
具
の
十
四
郡
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
岩

代
国
は
、
会
津
・
大
沼
・
耶
麻
・
河
沼
・

岩
瀬
・
安
積
・
安
達
・
信
夫
・
伊
達
の
九

郡
か
ら
成
っ
て
い
た
。

　

磐
城
国
で
は
、
養
蚕
に
よ
る
生
糸
や
、

海う

に膽
・
松か

つ

お魚
の
海
産
物
が
特
産
物
と
し
て

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
白
河
郡
で
は

金
が
、
菊
多
郡
で
は
石
炭
が
多
く
産
出
す

る
と
特
筆
さ
れ
て
い
る
。
俳
人
松
江
重
頼

の
編
で
寛
永
十
五
年
（
一
六
三
八
）
に
成

立
し
た
俳
諧
作
法
書
の
『
毛
吹
草
』
に
は
、

「
岩イ

ハ
キ
ノ城

宇ウ

ニ尓
、
カ
ザ
醤
ト
モ
云
」
と
あ
り
、

古
く
か
ら
こ
の
地
域
の
特
産
品
で
あ
っ
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
金
は
白
河

郡
の
金か

ね
や
ま山

金
山
（
白
河
市
表
郷
金
山
）
の

産
出
と
考
え
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

　

岩
代
国
で
は
、
金
・
銀
・
銅
・
鉛
・
硫

黄
の
鉱
物
資
源
が
挙
げ
ら
れ
、
半
田
銀
山

（
桑
折
町
）
を
始
め
と
し
た
江
戸
時
代
以

来
の
幾
つ
も
の
鉱
山
の
存
在
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。
信
達
地
域
で
盛
ん
な
養
蚕
業
を

背
景
と
し
た
紡
績
に
よ
る
糸
も
記
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
会
津
地
方
で
隆
盛
を
み
た

漆
・
蝋
燭
・
漆
器
類
も
記
さ
れ
、
こ
れ
ら

は
『
毛
吹
草
』
に
も
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

炭
山
は
、
豊
富
な
山
林
資
源
と
高
度
な
技

術
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。�

（
渡
邉 

智
裕
）

　

明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
に
挙
行
さ
れ

た
明
治
天
皇
の
東
北
・
北
海
道
巡
幸
に
際

し
て
、
旧
福
島
県
参
事
山や

ま
よ
し吉

盛
典
は
六
月

十
三
日
に
白
坂
（
白
河
市
白
坂
）
で
明
治

天
皇
を
奉
迎
し
た
。
明
治
天
皇
一
行
は
、

二
十
三
日
に
は
貝
田
村
（
国
見
町
貝
田
）

を
過
ぎ
て
、
当
時
磐い

わ
さ
き前

県
で
あ
っ
た
越こ

す
ご
う河

村
（
宮
城
県
白
石
市
越
河
）
で
磐
前
県
令

村
上
光
雄
の
奉
迎
を
受
け
た
の
で
あ
る
。

　

旧
福
島
県
に
滞
在
し
た
十
一
日
間
に
、

旧
福
島
県
側
で
は
天
覧
に
供
す
る
た
め
各

地
で
大
小
様
々
な
陳
列
会
を
設
け
た
。
具

体
的
事
例
を
挙
げ
れ
ば
、
十
三
日
に
は
白

河
行あ

ん
ざ
い
し
ょ

在
所
と
な
っ
た
芳
賀
源
左
衛
門
宅
、

十
四
・
十
五
日
に
は
須
賀
川
行
在
所
の
第

八
区
会
所
、
十
六
日
に
は
桑
野
村
（
郡

山
市
桑
野
）
行
在
所
と
な
っ
た
開
成
館
、

十
七
・
十
八
日
に
は
二
本
松
行
在
所
の
第

五
区
会
所
、
十
九
日
に
は
福
島
行
在
所
と

な
っ
た
福
島
中
学
校
等
で
あ
る
。

　

な
お
、
こ
の
よ
う
な
陳
列
会
は
旧
福
島

県
だ
け
で
は
な
く
、
巡
幸
に
該
当
し
た
府

県
で
は
ど
こ
で
も
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ

は
、
各
府
県
が
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
と
産
業

を
天
皇
に
説
明
し
、
府
県
の
実
情
を
知
っ

て
も
ら
う
目
的
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

　

旧
福
島
県
は
、
六
月
十
九
日
に
福
島
行

在
所
の
福
島
中
学
校
で
、
県
内
各
地
の
寺

社
や
旧
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
古
文
書
・

系
図
・
和
歌
色
紙
・
絵
画
・
刀
剣
・
甲
冑
・

茶
器
・
土
器
・
古
鏡
・
曲
玉
・
化
石
・
埋

れ
木
・
鉱
石
・
縞
木
綿
・
繭
・
生
糸
・
シ

ナ
織
等
を
大
規
模
に
陳
列
し
、
そ
れ
ら
は

天
覧
に
供
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

左
上
図
は
天
覧
に
際
し
、
川
俣
村
（
川

俣
町
）
の
地
域
名
望
家
で
あ
っ
た
武
藤
茂

平
が
瓦
硯
と
貝
釣
花は

な
ざ
し挿

を
出
品
し
、
旧
福

島
県
が
茂
平
に
与
え
た
証
書
で
あ
る
。
武

藤
家
は
、
江
戸
時
代
以
来
「
縮ち

り
め
ん緬

屋
」
の

屋
号
で
知
ら
れ
て
い
る
家
で
も
あ
る
。
武

藤
茂
平
は
、
一
般
に
古
関
裕ゆ

う

而じ

（
本
名
勇

治
）
の
母
方
の
伯
父
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
が
、
こ
の
文
書
の
茂
平
は
襲
名
年
代
か

ら
裕
而
の
祖
父
の
可
能
性
が
高
い
。

　

福
島
町
の
萱
間
三
太
は
、
福
島
中
学
校

で
陳
列
さ
れ
た
物
を
古
器
物
・
古
書
画
・

物
産
に
分
類
し
、
出
品
者
の
名
を
記
し
て

明
治
九
年
九
月
九
日
に
『
天
覧
物
品
記
』

を
刊
行
し
た
。
萱
間
自
身
も
出
品
者
の
一

人
で
あ
り
、
刊
行
の
目
的
は
出
品
者
の
栄

誉
を
永
く
記
録
し
、
相
互
に
出
品
物
を
知

る
た
め
で
も
あ
っ
た
。�

（
渡
邉 

智
裕
）
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天
覧
に
供
さ
れ
た

　
　
　

武
藤
茂
平
の
文
化
財

『
皇
国
産
物
往
来
』
と

　

明
治
期
ふ
く
し
ま
の
物
産明治 6 年 9 月付『皇国産物往来』上

（杉内重義家寄贈文書（その 2）295）

明治 9 年 6 月 19 日付〔達〕
（神林立夫氏寄贈文書 66）



　

明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
六
月
、
旧

会
津
藩
士
族
一
万
一
四
九
一
人
よ
り
就
産

起
業
資
本
金
の
貸
与
を
願
う
陳
情
書
が
県

に
提
出
さ
れ
た
。

　

藩
の
消
滅
に
よ
り
職
を
失
っ
た
士
族
を

め
ぐ
る
問
題
は
旧
会
津
藩
に
限
っ
た
話
で

は
な
い
が
、
同
藩
は
県
内
屈
指
の
大
藩
で

藩
士
の
数
も
多
か
っ
た
た
め
事
態
は
よ
り

深
刻
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
彼
ら
は
、
補
助

金
を
元
手
に
「
会
津
開
産
社
」
と
い
う
団

体
を
設
立
し
、
産
業
に
従
事
す
る
こ
と
で

自
活
を
は
か
ろ
う
と
試
み
た
の
で
あ
る
。

　

陳
情
書
に
は
そ
の
た
め
の
具
体
的
な

方
策
を
記
し
た
「
会
津
開
産
社
概
則
目

録
」
（
「
明
治
・
大
正
期
の
福
島
県
庁
文
書
」

二
七
七
六
所
収
）
が
添
付
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
に
よ
る
と
、
社
員
と
し
て
加
盟
し
た

旧
会
津
藩
士
族
は
社
を
通
じ
て
営
業
資
本

金
を
借
り
受
け
（
無
利
息
・
二
十
四
年

賦
）
、
養
蚕
・
織
物
・
漆
器
・
陶
器
・
金
物
・

畳
表
の
い
ず
れ
か
の
事
業
に
取
り
組
む
と

さ
れ
た
。
た
だ
し
、
「
怠
惰
ニ
シ
テ
営
業

ヲ
勉
励
セ
サ
ル
モ
ノ
」
に
対
し
て
は
即
時

に
返
納
さ
せ
る
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
社
員
は
利
益
の
一
部
を
社
に
納

め
る
ほ
か
、
「
各
自
営
業
純
益
ノ
内
ヲ
以

テ
全
戸
老
幼
或
ハ
廃
疾
者
ノ
恤
救
ニ
供
ス

ル
ノ
義
務
ヲ
尽
ス
ヘ
シ
」
と
も
あ
り
、
同

社
が
個
人
の
自
活
に
留
ま
ら
ず
旧
会
津
藩

士
族
全
体
の
救
済
を
目
指
し
て
い
た
こ
と

が
窺
わ
れ
る
。

　

ち
な
み
に
、
事
業
に
従
事
す
る
人
数
は

九
九
六
七
人
（
養
蚕
三
五
二
〇
人
、
織
物

三
二
六
三
人
、
漆
器
一
三
五
一
人
、
陶
器

一
二
八
三
人
、
金
物
四
一
六
人
、
畳
表

一
三
四
人
）
と
試
算
さ
れ
て
お
り
、
戊
辰

戦
争
か
ら
十
五
年
を
経
た
段
階
で
も
、
こ

れ
だ
け
の
旧
会
津
藩
士
族
が
定
職
に
恵
ま

れ
ず
困
窮
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
陳
情
書
を
受
け
取
っ
た
三
島
通
庸

県
令
は
農
商
務
省
と
協
議
し
、
同
年
九
月

に
国
か
ら
の
補
助
金
支
出
を
実
現
し
た
。

こ
の
素
早
い
対
応
に
つ
い
て
は
、
会
津
地

方
の
諸
問
題
を
か
つ
て
の
支
配
者
で
あ
る

旧
会
津
藩
士
族
を
使
っ
て
抑
え
込
ま
せ
る

た
め
の
懐
柔
策
と
見
る
こ
と
も
で
き
る

が
、
約
一
万
人
に
の
ぼ
る
生
活
に
窮
し
た

彼
ら
の
存
在
は
福
島
県
に
と
っ
て
深
刻
な

行
政
課
題
と
い
え
、
そ
れ
は
そ
れ
で
放
置

す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

以
後
、
福
島
県
で
は
北
会
津
郡
若
松
に

勧
業
課
出
張
所
を
設
け
、
旧
会
津
藩
士
族

の
就
産
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と

な
る
。�

（
山
田 
英
明
）

一
、
展
示
公
開

一
、
展
示
公
開

収
蔵
資
料
展
「
疫
病
に
負
け
る
な
！

収
蔵
資
料
展
「
疫
病
に
負
け
る
な
！

―
ふ
く
し
ま
の
近
世
・
近
代
疫
病
史
―
」

―
ふ
く
し
ま
の
近
世
・
近
代
疫
病
史
―
」

　

主
に
江
戸
・
明
治
時
代
に
ふ
く
し
ま
で

流
行
し
た
疫
病
や
、
疫
病
に
関
わ
る
資
料

を
展
示
し
、
人
々
が
ど
の
よ
う
に
疫
病

と
向
き
合
い
、
い
か
に
し
て
乗
り
越
え

て
き
た
の
か
を
振
り
返
り
ま
す
。
十
月

二
十
四
日
（
月
）
に
展
示
替
え
を
行
い
、

翌
二
十
五
日
（
火
）
か
ら
後
期
展
示
と
な

り
ま
し
た
。

【
会
期
】
開
催
中
～
十
二
月
十
一
日
（
日
）

【
解
説
会
】
十
一
月
三
日
（
木
・
祝
）
、

十
二
月
四
日
（
日
）
午
後
一
時
か
ら
一
時

間
程
度
（
要
事
前
予
約
制
）

収
蔵
資
料
展
「
新
公
開
史
料
展
」

収
蔵
資
料
展
「
新
公
開
史
料
展
」

　

『
福
島
県
歴
史
資
料
館
収
蔵
資
料
目

録
』
第
五
十
三
集
に
収
録
さ
れ
た
、
大
沼

郡
三
島
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
「
河
越
卿
家

文
書
（
そ
の
三
）
」
を
展
示
し
ま
す
。

【
会

期
】

一

月

七

日
（
土
）

～

三

月

二
十
六
日
（
日
）

歴
史
資
料
館
移
動
展
「
ド
ラ
マ
に
な
っ
た

歴
史
資
料
館
移
動
展
「
ド
ラ
マ
に
な
っ
た

ふ
く
し
ま
ゆ
か
り
の
人
々

ふ
く
し
ま
ゆ
か
り
の
人
々

―
五
代
友
厚
・
渋
沢
栄
一
・
古
関
裕
而
―
」

―
五
代
友
厚
・
渋
沢
栄
一
・
古
関
裕
而
―
」

　

平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
・
令
和

二
・
令
和
三
年
度
に
当
館
で
開
催
し
た
ト

ピ
ッ
ク
ス
展
示
等
を
再
構
成
し
、
ド
ラ
マ

に
な
っ
た
ふ
く
し
ま
ゆ
か
り
の
人
々
に
関

す
る
史
料
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

福
島
を
生
き
る
講
座
第
四
回
「
史
料
で
読

む
ド
ラ
マ
の
主
人
公
た
ち
―
五
代
友
厚
・

渋
沢
栄
一
・
古
関
裕
而
―
」
も
開
催
（
十

月
二
十
二
日
（
土
）
午
後
二
時
～
三
時

三
十
分
、
福
島
県
立
図
書
館
講
堂
）
。

【
会
期
】
開
催
中
～
十
一
月
三
日
（
木
・
祝
）

【
会
場
】
福
島
県
立
図
書
館
展
示
コ
ー

ナ
ー
（
福
島
市
）

二
、
地
域
史
研
究
講
習
会

二
、
地
域
史
研
究
講
習
会

　

歴
史
資
料
の
保
存
と
活
用
に
つ
い
て
関

心
を
高
め
て
い
た
だ
く
機
会
と
し
て
、
三

名
の
講
師
が
各
自
の
テ
ー
マ
で
最
新
の
研

究
成
果
を
講
演
・
報
告
し
ま
す
。

【
日
時
】
十
一
月
六
日
（
日
）
午
前
十
時

二
十
分
～
午
後
三
時
四
十
五
分

【
会
場
】
と
う
ほ
う
・
み
ん
な
の
文
化
セ

ン
タ
ー
（
福
島
県
文
化
セ
ン
タ
ー
）
二
階

会
議
室

【
定
員
】
定
員
百
二
十
名

※
十
月
十
八
日
（
火
）
に
締
め
切
り
ま
し

た
。
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会
津
開
産
社
設
立
計
画
と

　

旧
会
津
藩
士
族
就
産
事
業

令
和
四
年
度
行
事
予
定

　
　

（
令
和
四
年
十
月
～
令
和
五
年
三
月
）

会津開産社概則目録
（明治・大正期の福島
県庁文書 2776 所収）


